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表  題   1殺菌効果試験

2017年 (平成 29年 )05月 12日 当センターに提出された上記検体について試験 した結果をご報告いたします。
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殺 菌効果試験
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一 検 体

二酸化塩素調製液 A

二酸化塩素調製液 B
二酸化塩素調製液 C

古市 (5× 10cm)

1)

2)

3)

4)

3 試料の調製
1)二 酸化塩素溶液 10 ppn

50℃ =1で ,こ保温 した精製水 48.5 mLに検体 1)～3)を順に 15～30秒間隔で各 0.5証 添加
したちのを 15～30秒の間に 10倍希釈 (50℃ ±1℃に保温 した精製水 ■86証 |こ 0.54 mLを添
加)lンたものを試料 1)と した。

2) _二百1そ 化墟:素溶i液 30 ppm
50(C± 1℃に保温 した精製水 45.5 mLに 検体 1)～3)を順|こ 15～ 30秒間隔で各 1.5 mL添加 し

たt,のを 15～ 30秒の間|こ 10倍希釈 (50℃±1℃ :こ保温 した精製水 ■86証 |こ 0.54証 を添加)

したものを試料 2)と した。

二酸化塩素溶液 50 ppロ

50℃ =1℃に保温 した精製水 42.5記 に検体 1)～3)を 順に 15～ 30秒間隔で各 2.5証 添加 し
たものを 15～30秒の間に 10倍希釈 (50℃±1℃に保温 した精製水 4.86疵 に 0.54正 を添加)

したものを試料 3)と した。

1 試験片の調製
高圧蒸気滅苗 (121℃,15分間)後風乾 した検体4)1枚 に試験菌液0.l nLを 数滴に分 (り て接

種 し,室温で1～ 2時間風乾 した。
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5 試験概要
試料 1)～ 3)に 試験片を添加 した。所定時間後に試験片を取 り出 し0.75%チ オ硫酸ナ トリワ
ム加SCDLP培 地で洗い出 し,洗い出 し液 l mL当 た りの生菌数を測定 した。また,あ らか じめ
子備試験 (中 和条件の確認)を 行 い,試料の影響を受けずに生菌数を測定できる条件 を確認 し

なお.測定回数 は3回 とした。

6 試験結果
結果を表-1.試験条件を表-2に 示 した。
なお,試験 片を0.75%チ オ硫酸ナ トリウム加SCDLP培地 10 mLで洗い出す ことにより,試料

の影響を受けずに生菌数の測定ができることを予備試験により確認 した。

表-1 洗い出し液]mL当 た りの生菌数測定結果
生首数 (/mL)

試験菌 対  象 測  定
開始時 90秒後

1 2.6× 100

試料 1) 2 3.9× 103

3 3.5× 103

1 8

試料2) 2 4

2レ|ビ ぴ′ノゴυざ
σθ■・θ″S
(芽 ;I包 )

3 く1

1
`1

試料3) 2 23

3 ′1

1 8.4× 104 7.8× 101

対  照 2 8.9× 10. 7.2× 101

3 8.3X104 7.4X104
′1:検出せず
保存温度 :50℃
対照 :精製水
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表-2 試験条件

試験片を0.75%チ オ硫酸ナ トリウム加SCDLP培 地 [日 本製薬株式会社]10 mLで
洗い出 し

)洪    _L

試験菌 δaci′ J″s c,rθ υs IF0 13494

試験菌 rl点

普通寒天培地 [栄研化学株式会社 ]で 35℃ ±1℃ ,7～ 10日 間培養 した試験苗
の書体を生理食塩木に懸濁 させ,70℃ ±1℃ ,20分間加熱 し,栄養細胞を死
滅 させた。 この懸濁液を遠心分離 して上澄み液を除いた後 ,菌体を生理食塩
水に懸濁 させ,菌数が約 108/mLと なるように調製 し,芽胞液 とした。芽胞液
を精製水を用いて希釈 し,菌数が106～ 107/mLと なるよ うに調製 し,試験菌液
とした。

90f9 (50 'c t 1 "c)保存条件

精製木対 照

生菌数測定 SCDLP寒 天培地 [日 本製薬株式会社],混釈平板培養法
35℃ ±1℃、
2日 間培養
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